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西部南海トラフ地震発生帯の深部構造と深海掘削

Structure of the western Nankai seismogenic zone and ocean drilling
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地震発生帯 (Seismogenic Zone)を理解する為には、地質学的、地球物理学的、地球化学的な複合的な研究が必
要であるが、その中でも地下構造研究は最も基礎的かつ重要な情報を提供する。本論文では、南海道地震破壊域
の詳細な深部地殻構造を求めるため、室戸岬沖で実施した反射法地震探査及び屈折法・広角反射法地震探査の結
果を述べ、その結果より得られたライザー掘削船による地震発生帯掘削の候補点について議論する。

１． はじめに
ライザー掘削技術を用いた新しい掘削船の建造が現実化するなか、その科学的ターゲットを明確化・具体化す

るための国際会議が数多く行われている。平成９年度行われたC O N C O R D会議に於いては、ライザー掘削船によ
る最優先ターゲットとして海溝沿い巨大地震発生帯掘削が提案された。これを受けて、O D P組織下に地震発生帯
掘削に関する詳細検討グループ(Seismogenic Zone Experiment Detailed Planing Group: SEIZE DPG)が組織された。
このD P Gではライザー掘削船の最初のターゲットとして掘削すべき地震発生帯の選定や、具体的科学目標の明確
化、掘削に向けての必要な事前調査検討などの議論を重ねている。昨年末に行われた第一回のD P Gでは、世界各
地の地震発生帯に関して、既に明らかにされている地震学的知見や、その他地球物理・化学、地質学的研究を整
理し掘削候補点の選定を行った。その結果、ライザー掘削による最初の掘削点候補として四国沖南海トラフが選
定された。今後のD P Gに於いては、南海トラフ地震発生帯掘削に関して、必要な事前調査や掘削及び掘削孔利用
研究の具体的なアクションプランの検討を行っていく。特に、事前調査に関しては、地震発生帯に至る掘削を可
能とするため、詳細かつ広域での地下構造イメージが必要となると考えられる。

本研究では今までに海洋科学技術センターによって得られた地震発生帯地下深部構造を南海トラフ域の中心に
まとめ、地震発生帯を貫く掘削点候補について議論する。

２． 南海トラフ地震発生帯の深部構造研究
海洋科学技術センターでは、海溝域地震発生帯でのダイナミクス研究の為、平成９年度より新しい深海研究調

査船「かいれい」を用いた地下深部構造研究を行っており、その最初のターゲットとして四国沖南海トラフで研
究を進めている。これら深部構造探査の詳細な結果は地震発生帯の深部構造と破壊域の関係を議論する際の有用
なデータとなり、また新しいライザー掘削船の能力を考慮し掘削点選考の重要な資料となりうる。

海洋科学技術センターによる南海トラフの地下構造探査は、すでに室戸沖、熊野灘、足摺沖で実施しており、
全て１２０ｃｈのハイドロフォンストリーマーを用いた反射法探査と海底地震計を用いた屈折法・広角反射法探
査を併用して行っている。この両手法を併用することによって、堆積層浅部から最上部マントルまでの詳細な構
造が明らかにできている。

３． 地震発生帯深部構造と深海掘削
南海トラフ全域のデータ解析は現在進行中であるが、いくつかの興味深い結果を得ている。室戸沖の屈折法・

広角反射法探査の結果からは、地震発生帯の下限は、沈み込む海洋性地殻と四国の島弧地殻の接触面全体まで延
びていない事が明らかになった。また、１９４６年南海道地震の破壊域上限に関しては、下限に比べ誤差は大き
いとされてが、その誤差を考慮しても地下構造モデルの精度から考え、地震発生帯の上限は沈み込む海洋性地殻
と島弧の上部地殻の境界部を越え、付加堆積物下部まで伸びていると考えられる。

一方、反射法探査の結果からは掘削点選考に対して非常に重要なデータとなる結果を得ている。室戸岬沖の測
線の結果から、付加堆積物下部の海洋性地殻上面から海底面まで突き抜ける明瞭な断層がみられ、これは昭和南
海道地震による断層が付加堆積物の層を急角度で切って海底面まで現れてる可能性を示唆してい。また、この断
層は第一フェーズのライザー掘削船が要求する水深約２５００ｍ付近に位置し、更に断層最深部は海底から約６
０００ｍである。これは、ライザー掘削船によって掘削可能な数字であり、この地震探査の結果は、世界で初め
て地震発生帯を掘りぬく掘削が室戸沖南海トラフに於いて可能であることを強く示している。


